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送付先 FAX：029-300-4320 e メール：kodomo@npocommons.org 

※ 必要に応じて、回答欄の大きさを自由に変えていただいて構いません。 

 

設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

①

団

体

情

報 

団体名   

法人格の有無 

（いずれかに ○ を記入） 
あり（以下もご回答ください）  ・  なし  

法人格 

（いずれかに ○ を記入） 

NPO法人 ・ 一般社団法人 ・ 社会福祉法人 ・  

生活協同組合 ・ 株式会社 ・ その他（             ） 
 

代表者役職名   

代表者名   

担当者役職名   

担当者名   

連絡先住所 〒          茨城県  

電話番号   

FAX 番号   

e メール・アドレス   

ウェブサイト   

会員数 個人会員：    名  ・  団体会員：    団体  

活動地域（自治体名）   

②

活

動

場

所 

活動場所（施設名）   

子ども食堂の名称   

活動場所の種類 

（該当するものに ○ を記入） 

団体の事務所 ・ 公民館など行政施設 ・ 個人宅 ・  

地域の店舗 ・ 宗教施設 ・ 福祉施設 ・ 教育施設 ・  

その他（                    ） 

 

活動場所の使用料 

（いずれかに ○ を記入） 
有料（各回     円） ・ 無料  

活動場所の情報 

（いずれかに ○ を記入） 

一般公開している（以下もご回答ください） ・  

関係者や利用者にだけ連絡 
 

活動場所の住所 〒          茨城県  

調理で使っているシンクの数      個  

③ 主な活動目的 

（該当するもの全てに ○ を、最も当

てはまるものに ◎ を記入） 

 地域での子どもの居場所づくり 

 多世代交流の居場所づくり 

 市民が子育ちに関わる地域づく

り 

 食育 

 子育てに悩む家族のサポート 

 生活困窮の子どもの食糧支

援 

 生活困窮の子どもの居場所

づくり 
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設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

 子どもの悩みを受け止めること

ができる関係性づくり 

 その他 

（              ） 

④ 開催頻度 
ほぼ毎日 ・ 2～3 日に 1 度 ・ 毎週 ・ 月に 2～3 回程度 ・ 

毎月 ・ 2～3 か月に 1度 ・ 試験的に一度開催したのみ 
 

⑤ 開催曜日及び食事のタイミング 

（該当するもの全てに ○ を記入） 

曜日 食事のタイミング 

 

平日（ 月 ・ 火 ・ 水 ・ 

木 ・ 金 曜日） 
朝食  ・  昼食  ・  夕食 

週末（ 土 ・ 日 曜日）、 

祝日 
朝食  ・  昼食  ・  夕食 

⑥ 時間帯   

⑦ 次回以降の開催予定日時（チラシ

などがある場合同封ください） 

（例）毎月第 3土曜日 11:00～14:00（場所はいつも上記のとおり） 

 
 

⑧ 初回実施年月 年     月  

⑨

対

象 

対 象 
 生活困窮世帯の子ども 

 子どもなら誰でも 

 子ども以外の世代も 

 その他（           ） 
 

現在の利用者の対象年齢 

（該当するもの全てに ○ を、最

も多いものに ◎ を記入） 

6 歳未満 ・ 6 歳以上 12歳未満 ・ 12 歳以上 15歳未満 ・ 

15 歳以上 18歳未満 ・ 18 歳以上 30歳未満 ・  

30 歳以上 40歳未満 ・ 40 歳以上 50歳未満 ・  

50 歳以上 60歳未満 ・ 60 歳以上 70歳未満 ・ 70 歳以上 

 

利用者のうち、生活困窮世帯と
思われる子どもの割合（感覚値
で OK） 

約     割  ・  不明  

各 回 の 平 均

参 加 人 数

（いずれかに 

○ を記入） 

子ども 

10名未満 ・ 10 名以上 20名未満 ・  

20 名以上 30名未満 ・ 30 名以上 50 名未満 ・  

50 名以上 100名未満 ・ 100 名以上 
 

子ども以外（ボ

ランティアは含ま

ない） 

10名未満 ・ 10 名以上 20名未満 ・  

20 名以上 30名未満 ・ 30 名以上 50 名未満 ・  

50 名以上 100名未満 ・ 100 名以上 

⑩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

各回の平均ボランティア数 

（いずれかに ○ を記入） 

5 名未満 ・ 5 名以上 10名未満 ・  

10 名以上 20名未満 ・ 20 名以上 
 

うち会員ではない外部ボランティア

数（いずれかに ○ を記入） 

5 名未満 ・ 5 名以上 10名未満 ・  

10 名以上 20名未満 ・ 20 名以上 
 

ボランティアの充足感 

（いずれかに ○ を記入） 

足りている ・ おおよそ足りている ・  

不足している ・ 非常に不足している 
 

⑪ 主な食事の内容 
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設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

⑫ 食に関する体験の機会や知識の提

供（該当するもの全てに ○ を、最も

当てはまるものに ◎ を記入） 

 温かな団らんのある共食の機会

を提供している 

 子どもに配膳を手伝ってもらって

いる 

 子どもに調理を手伝ってもらって

いる 

 食べ方や行儀、作法などについ

て伝えている 

 食材の旬や栄養などに関して伝

えている 

 郷土料理や伝統料理を献立に

加え、説明している 

 食事と健康について伝えてい

る 

 食材の命や生産者の苦労に

ついて話している 

 生産者と子どもが、子ども食堂

で交流する機会を提供してい

る 

 子どもが農業、漁業、畜産業

を体験する機会を提供してい

る 

 その他 

（              ） 

 

⑬ 農協、生協など、生産者などと関係
のある組織に提供してほしい食材 
（いずれかに ○ を記入） 

ある（以下をご回答ください） ・ ない 

 （食材の種類） 

 

⑭

財

政

運

営 

活動財源（該当するもの全てに

○を、最も多額なものに◎を記

入） 

受取会費（参加費ではない） ・ 受取寄付金 ・  

受取助成金 ・ 行政からの補助金 ・ 参加費 
 

子ども食堂の活動のみで計算した 
場合の年間の経費 
（いずれかに ○ を記入） 

5 万円未満 ・ 5 万円以上 10万円未満 ・  

10 万円以上 30万円未満 ・ 30 万円以上 50万円未満 ・  

50 万円以上 100 万円未満 ・ 100 万円以上 

 

子ども食堂の

利 用 料 （ 該

当するものに 

○ を記入） 

金額 無料 
100 円

未満 

100 円以上 

200 円未満 

200 円以上 

300 円未満 

300 円以上 

500 円未満 

500

円以上 

 

子ども       

中学生       

高校生       

大人       

その他 

（       ） 
      

食材の調達先（該当するもの全

てに ○ を、最も多いものに◎を

記入） 

地域住民の寄付 ・ 近隣農家の寄付 ・  

近隣農家からの購入 ・ 農協からの寄付 ・ 生協からの寄付 ・  

その他（                    ） 

 

食材寄付を除いた1食あたりの食
材費 
（いずれかに ○ を記入） 

100 円未満 ・ 100 円以上 200 円未満 ・  

200 円以上 300 円未満 ・ 300 円以上 
 

⑮ 開催告知方法、子どもの集め方 
（該当するもの全てに ○ を、最も当
てはまるものに ◎ を記入） 

ウェブサイト ・ SNS  ・ e メール ・ チラシ ・ 市報など公報 ・ 

町内の回覧 ・ 新聞などマスメディア ・  

個別の声かけ ・ その他（                    ） 
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設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

⑯ 会員以外のボランティアの募り方 
（該当するもの全てに ○ を、最も当
てはまるものに ◎ を記入） 

ウェブサイト ・ SNS  ・ e メール ・ チラシ ・ 市報など公報 ・ 

町内の回覧 ・ 新聞などマスメディア ・ 個別の声かけ ・  

その他（                    ） 

 

⑰ サポセンは、助成金やセミナーの情報など、

子ども食堂に関する情報を月 1 回程度メー

ル・マガジンで今後提供予定です。メール・マ

ガジンを送付しても良いでしょうか（いずれか

に ○ を記入）。 

構わない ・ 送付しないでほしい  

⑱ サポセンでは、農協など子ども食堂に関心

を 寄せる団体や企業などとのマッチングを行っ

ています。情報提供を行ってもよろしいでしょう

か（該当するものに ○ を記入）。 

構わない ・ 情報提供しないでほしい  

⑲ 連携組織

と役割分担 

（該当する全

てに ○ を記

入） 

組織区分 
ボランティ

ア参加 

食材 

提供 

会場 

提供 

資金 

支援 

広報 

支援 

衛生管

理支援 
その他 

 

行政        

社会福祉協議員        

NPO        

企業        

生協        

農協        

メディア        

大学        

大学以外の学校        

自治会・町内会        

PTA        

その他（        ）        

⑳ 課題を抱えた利用者などを他の機
関につなげた経験（いずれかに ○ を
記入） 

ある（以下をご回答ください） ・ ない  

㉑ 紹介先の団体 
（該当するもの全てに ○ を記入） 

行政機関（                 ） ・  

民生委員児童委員 ・ 教育支援団体 ・ 子育て支援団体 ・  

その他（                    ） 

 

㉒ 利用者などを他の機関から紹介さ
れた経験（いずれかに ○ を記入） ある（以下をご回答ください） ・ ない  

㉓ 紹介元の団体 

（該当するもの全てに ○ を記入） 

行政機関（                 ） ・  

民生委員児童委員 ・ 教育支援団体 ・ 子育て支援団体 ・  

その他（                    ） 

 

㉔ 他の子ども食堂との連携、つながり

（いずれかに ○ を記入） 
ある（                ） ・ ない  

㉕ 食品衛生関係など、行っている行
政機関への届け出（いずれかに ○ を
記入） 

ある（                ） ・ ない  
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設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

㉖ 衛生管理に関する有資格者の存

在（該当するもの全てに○を記入） 

食品衛生責任者 ・ 調理師 ・ （管理）栄養士 ・  

その他（                   ） ・ いない 
 

㉗ 付保している保険 

（該当するもの全てに ○ を記入） 

ボランティア保険 ・ 行事保険 ・  

その他（                    ） ・ 特に何もない 
 

㉘ 食物アレルギーの対策 

（該当するもの全てに ○ を記入） 

 参加者の緊急連絡先を把握し

ている 

 食物アレルギーのある参加者

に、別メニューを提供している 

 食物アレルギーのある方の利用

は断る 

 献立に代表的なアレルゲン食

品を明記している 

 代表的なアレルゲン食品を除

いたメニューを提供している 

 食材全てを明記している 

 緊急マニュアルを用意している 

 特に対応を行っていない 

 

㉙ 参加者名簿の有無 

（いずれかに ○ を記入） 
ある ・ ない  

㉚ 参加者登録制の状況 

（該当するものに ○ を記入） 

 開催時間中なら誰でも参加できる 

 何度か参加している人だけ、参加者名簿への記載を求めている 

 登録した人のみ参加することができる（初回参加時に名簿に記

載するなど） 

 

㉛ 個人情報の管理 

（該当するもの全てに ○ を記入） 

 参加者の緊急連絡先を把握し
ている 

 参加者の世帯構成も把握して
いる 

 個人情報保護方針などを定め
ている 

 参加者から個人情報を得る
際、同意書などにサインをいただ
いている 

 参加者名簿などにはパスワード
をかけている 

 個人情報管理簿などは内部
の特定の人間のみ閲覧するこ
とができる 

 個人情報の管理責任者を定
めている 

 不要となった個人情報は、シュ
レッダーなどを使い適切に廃棄
している 

 特に対応を行っていない 

 

㉜ 子ども食堂を始めたきっかけ 

 

 

 

 

 

㉝ 子ども食堂を実施する上で大切に

していること 

 

 

 

 

 

㉞ 子ども食堂を始めて良かったと思う

こと 
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設 問 回答欄 
公 開 の 可 否

（不可のもの

だけ×） 

㉟ 子ども食堂を通じて印象に残ってい

るエピソード 

 

 

 

 

㊱ 団体や個人として、意識が変化した

こと 

 

 

 

 

 

㊲ 子ども食堂に関連して、社会的に

課題と感じていること 

 

 

 

 

 

㊳ 子ども食堂の運営面で課題と感じ

ていること（該当するもの全てに ○ 

を、最も当てはまるものに ◎ を記

入） 

※ ぜひ自由記述欄にもご記入くださ

い。 

参加者が不足している ・ 参加者が増え過ぎて対応できない ・  

ボランティアの不足 ・ 食材確保が困難 ・  

会場確保が困難 ・ 活動財源の確保が困難 ・  

運営の参考情報が少ない ・ 衛生管理に不安を感じる ・  

支援が必要な子にアウトリーチできているかわからない ・  

支援が必要な子にアウトリーチできていない ・ 

その他（                       ） 

 

（自由記述欄） 

 

 

㊴ 子ども食堂以外に併せて行っている

活動（該当するもの全てに ○ を、最

も当てはまるものに ◎ を記入） 

※ ぜひ自由記述欄にもご記入くださ

い。 

宿題のサポート ・ 無料塾 ・ レクリエーション（昔遊びなど） ・ 

プレーパーク ・ 学童保育 ・ 家族の子育て相談対応 ・  

子ども食堂とは別の食糧支援 ・  

その他（                    ）  

（自由記述欄） 

 

 

㊵ 子ども食堂サポートセンターいばら

き（以下、サポセン）に期待すること

（該当するもの全てに ○ を、最も当

てはまるものに ◎ を記入） 

※ ぜひ自由記述欄にもご記入くださ

い。 

 子ども食堂に関する調査 

 運営などに関する相談対応 

 セミナー開催などによるノウハ

ウ提供 

 子ども食堂に関する情報発

信（助成金情報なども） 

 手引書の作成 

 食材提供体制の構築 

 フードドライブの実施 

 ネットワーキング 

 行政への政策提言 

 その他（          ） 

 

（自由記述欄） 

 

 

  ご協力、ありがとうございました。 


